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教育実⩦事前模擬保育の「振り返り」のᨵၿ 

7KH 5HIOHFWLRQ̓V ,QSURYH RI WKH ,PLWDWLRQ OHVVRQV 

 ཱྀ ⨾  
0LZD ,JXFKL    

 

 ࡵࡌࡣ

幼稚園教ㅍを目指す学生にとって「教育実⩦」

は、保育がᒎ㛤されている幼稚園という場にお

いて、実際に保育者が保育する様子を見⪺し、

幼児と┤᥋にゐれྜい、保育者として幼児と生

活を共にしながら保育をᒎ㛤する体㦂の場であ

る。 

文㒊省(現文㒊⛉学省)は１㸷㸴㸷(㸲㸲)

年教ဨ㣴成のための教育実⩦のあり方として、

「教育実⩦は、教ဨをᚿᮃする学生が㺂教育現場

にいて、児❺・生ᚐとの᥋ゐをとおして、教

師たるにᚲ要なᇶ┙を確立することをᇶᮏ的な

目ᶆとする」と㏙べている。さらに、ᮏᰯのࢸ

ト１）には、教育実⩦の目的として、大きくࢫ࢟

「①幼稚園を学ࡪ、②幼児から学ࡪ、③保育者

から学ࡪ、④自分自身について学ࡪ、」の㸲点

がᣲࡆられている。 

つまり、幼稚園教育実⩦は「幼稚園という教

育現場で、幼児と共に生活しながら、実際の幼

児の姿・保育内容・保育環境・保育者の役割な

どについて具体的に学び、教師たるにᚲ要なᇶ

┙を確立すること。」となる。 

教育実⩦は、これらの目ᶆにྥかい、実際の

保育現場において学内での学びを実践に⛣して 

 

 
保育を体㦂する学⩦の過程であり、㈗㔜な学び

のᶵである。 

しかし、学生は保育現場での実⩦に期ᚅと併

せて大きな不Ᏻをᢪいているのも現実である。 

そこで、ᑡしでも不Ᏻをゎᾘして実⩦に⮫ま

せたいとのᛮいから、実⩦にྥかうຊを「実⩦

ຊ」２）として、その育成の工夫と考察を行って

いる。 

筆者は保育現場で幼児とかかわり、多くの実

⩦生をཷけ入れた⤒㦂はあるが、㣴成ᰯの教ဨ

として、実⩦生を㏦りฟすという⤒㦂はஈしい

ため、ᤵᴗの工夫とᨵၿが課題である。 

ᮏ◊✲では「模擬保育」の振り返りアンケー

トを通して、そのᨵၿに焦点をᙜてての実践・

考察を行った。  

Ϩ 模擬保育࡚࠸ࡘ 

  実際に幼稚園等で、幼児を対象とする保育

(㸻教育実⩦)に対して、学内で実際に幼児が

いるという想定で行う保育を「模擬保育」と

⥲⛠しているが、その方法・ᙧែ等は様ࠎで

ある。 

１ 実践方法 

օ 立案・実践 

教育実習事前模擬保育の「振り返り」の改善 143



 ― 2 ―

・ 学生一ேࡦとりがಶேで立案し実践 

   ・ グループで立案しグループ内のᩘே 

で実践 

     ・  学級体で立案しಶேまたはグルー 

プで実践 

ͤ その他の設定をしての実践等は割ឡ 

ֆ 振り返りの方法 

・ 体での意見 

・ 紙㠃によるアンケート 

⑶ 教師の講評・事後指導方法 

 ・ 学生の意見やアンケートをᇶに 

     ・ 学生とともに㹔㹒㹐をほながら 

   ２ ᙧែ  

օ 対象となる幼児がいると௬定しての 

保育 

・ 他の学生は、ほ察者(記㘓者)として 

見学 

ֆ 学生がいに幼児役になっての保育 

① 保育者役以外の学生が幼児役とし 

て参加 

② 幼児役とほ察者に分かれての実践 

３ 模擬保育で育つもの・育てたいもの       

օ 『保育を実践するຊ』 

   学外での教育実⩦は、２㹼㸲㐌間の実

⩦期間において、活ື・実施時間やᙧែ 

（㒊分実⩦・᪥実⩦等）・実施対象（学

級内・学年体・園体）等の違いはあ

れ、保育を立案・‽ഛ・実践・評価する

⤒㦂を✚ࡴこと、つまり「保育実践ຊを

学ࡪこと」を目ᶆにしており、実際に幼

児の前でඛ生として保育を体㦂するこ

とが一⯡的である。そのために、実⩦へ

㏦りฟすഃとして、『ඛ生として保育を

行う（㐍める）』こと、『とにかく一ேで

保育ができる』こと、つまり幼児を対象

に何らかの保育活ືを立案・実践し、ᢸ

ᙜ教ㅍなどからの指導ຓ言をཷけ、反省

考察をし、ᨵၿして、ḟの保育につなࡆ

る保育ࢧイࢡルを実践するຊをᮍ⇍な

がらも育成して実⩦へྥかわせること

を、ᤵᴗの目ᶆの一つとして考えている。 

   そのため、ᤵᴗ内の模擬保育は、対象

者は幼児ではなくても、「保育を立案・計

⏬し、‽ഛを行い、実践することによっ

て、保育実践を体㦂すること。」を目ᶆと

して、保育をᒎ㛤する（㐍める）ことを

強く意識してのᤵᴗᒎ㛤であった。つま

り、実践者（保育者役）の学びに焦点を

ᙜててのᤵᴗᒎ㛤を計⏬実践していた。 

また、保育のᒎ㛤は、保育者が指導案 

通りに保育を㐍めるࢱイࢫ࣒ケジࣗール

的なものではなく、ねらいがあって、幼

児とやり取りをしながら、幼児の⯆㛵

心の♧し方や理ゎの様子などの反ᛂにᛂ

じてᛂ答的にᒎ㛤していくものであるこ

とから、学生が幼児役として参加するᙧ

での模擬保育を実施した。 

ֆ  『幼児の発達や実ែを理ゎするຊ』 

   模擬保育を実践しጞめたとこࢁ、保育

者役の保育ᒎ㛤にᛂじて、幼児役は保育

されること（ඛ生と一⥴に㐟ࡪこと）を

楽しみ、様ࠎな反ᛂを♧した。その反ᛂ

は、幼児ࣞ࣋ルではなく、保育者役をẼ

㐵っての発言や行ື（学生ࣞ࣋ルの理

ゎ・反ᛂ）であり、保育はとても࣒ࢫー

にᒎ㛤された。しかし、幼児役の反ᛂࢬ
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や行ືは、幼児の年齢┦ᛂでなけれࡤ模

擬保育を実践する意が薄くなることか

ら、「幼児役には幼児役としての心構え

や学びがある」ことを意識させるᤵᴗᒎ

㛤を考えるᚲ要にẼ࡙いた。 

実⩦においてもᑵ⫋後も、後保育を

ᒎ㛤する対象はおおࡴね３㹼㸴歳の幼

児である。ಶேᕪはあるものの、年齢┦

ᛂの発達・理ゎຊ・行ືຊなどがある。

つまり、保育者役の学生のㄝ明不㊊・ᒎ

㛤の᭕さなどに対して、幼児ࣞ࣋ルの

反ᛂがᚲ要となる。これらのことを学生

にẼ࡙かせることによって、幼児の「実

ែや発達の過程」、特に「言ㄒ⬟ຊ（ㄒ

ᙡ・文❶の理ゎຊ）」「㐠ື⬟ຊ（⢒大・

ᚤ細・༠ᛂ性・ᕦ⦓性等）」や「㐟び」

「♫性（つ⠊性・௰間意識）」などの

具体的な学びになると考えた。 

これらのẼ࡙きにకい、アンケート用

紙（振᭰り用紙）の内容も変化している。 

⑶ 『保育を振り返るຊ』 

 保育は「ねらい」にᇶ࡙いて実践し、

幼児の姿から、教師のຓ・環境の構成・

教材等を具体的に振り返り、ḟへ繋ࡆて

いくࢧイࢡルの✚み㔜ねである。ࡺえに、

模擬保育においても、教師役・幼児役共

に「振り返り」を意識化させることがそ

の育成につながる。 

ֈ 『自信と意ḧ』 

また、までの◊✲⤒過 �）から、実

⩦への不Ᏻを㍍ῶし、保育実践ຊを㧗め

るためには『自信と意ḧ』が大きな役割

を果たしていることが検ドされている。

そこで、ᮏᤵᴗにおける模擬保育におい

ても、具体的に幼児役の学生を┦ᡭに保

育を体㦂することと併せて、他の学生の

保育をする姿からの学びなどを通して、

保育ᢏ⾡と共に『自信や意ḧ』を意識化

させ、その育ちにつなࡆていきたいと考

えた。 

Ⅱ 模擬保育の振り返りの変遷 

 １ 模擬保育の目指したこと 

前㏙のように、模擬保育を通しての学び 

は㠀ᖖに大きいことから、とにかく「保育 

をᒎ㛤する 保育を行う」という実体㦂をさ 

せたいとのᛮいで取り入れた模擬保育であ 

るが、その実践にあたって、ᤵᴗで「保育 

をした（保育をཷけた）」「⤊わった」で、 

結しないようなᤵᴗᒎ㛤がᚲ要であると 

考え、反省やẼ࡙き、ᨵၿ点等を記㘓する 

方法を取り入れた。 

このことにより、学生にも「保育をした」 

「⤊わった」で結するのではなく、振り返 

りをḟの保育につなࡆる保育ࢧイࢡルをᖖ 

に意識しての保育姿ໃを育てたいと考えた。 

また、᭱⤊的には、学内で自分が実践し 

たり他の学生が実践したりした模擬保育の 

保育内容（指導案・指導方法・環境の構成・ 

材ᩱ等）をᨵၿし、学外実⩦で自分が実践 

できる保育ᢏ⾡・保育内容の㈨ᩱにもして 

いきたいと考えた。 

２ 「振り返り」の⤒過とアンケートのᨵၿ 

前㏙のように、模擬保育実施は、学生に

とって実践すること自体の学びは大きい

が、「計⏬し実践を行った」で結ではな

く、「自分が計⏬した実践を振り返り、様ࠎ

教育実習事前模擬保育の「振り返り」の改善 145



 ― 4 ―

なことにẼ࡙き、ᨵၿへつなࡆる」ことも

大きな目的の一つである。 

しかし、実践後ヰしྜいや講評をする時

間を༑分に確保することが㞴しいため、学

生へのアンケート方式で「学び・Ẽ࡙き・

振り返り等の確認」を行い、アンケートの

集約と併せて、講評やຓ言を記入して一ぴ

表にまとめて学生へ㑏ඖしている。   

アンケートの方法は、回とも、学生ಶ

ேが模擬保育実践後に自分の感想や意見

を記入し、ᥦฟするものである。 

模擬保育を行い、振り返りのアンケート

を実践していくにకい、不ഛやᨵၿ点が明

らかになり、ᨵၿを行ってきた⤒過が以ୗ

である。 

なお、模擬保育は、１年に１回の実践で

あるため、年度による学生の実ែの違いに

より、反ᛂの┦違等があるが、これらにつ

いては後の検討課題としていく。 

օ 第１段階 『とにかく実践』 

幼児役の前で実践するだけで⤊わらせない 

保育者として、幼児の前でとにかく保育

を㐍める体㦂に㔜点を⨨いての模擬保育

ではあるが、実践をした参加しただけで⤊

わらせないように、保育者役・幼児役共に、

反省・感想を記入するアンケートを実施。 

① 模擬保育実践方法 

  ฟᖍ␒号㡰に㸲㹼㸳ྡでグループを編成 

  対象・保育内容はグループで検討実施  

② アンケートの様式 

・ 教師役・幼児役共に、同じ用紙に反 

省・感想についての質問項目を設定し、 

各自記入 

・ 質問項目：ねらい・内容・指導方法・ 

環境の構成 

・ 回答方法：適切・不適切の選択  

・ 要検討は、内容を記入 

③ 集約結果 

・ 要検討について具体的記㏙はᑡなく 

大㒊分は適切・不適切の評価のみ 

・ 幼児として参加しての感想もᑡない 

④ 考察  

・ 適切・不適切を選択で⤊わり、具体 

的な感想等の記入にはならなかった。 

・ 幼児視点の感想がᑡないのは、年齢 

設定や幼児役への指導不㊊が要ᅉでは 

ないか。 

・ 「ねらい」をたて、「ねらいにྥか 

って」の実践をという教師のᤵᴗ姿ໃ 

が強く、保育する楽しさ、保育に参加 

する楽しさが意識されていない質問項 

目であった。 

ֆ 第２段階 『幼児役も焦点化』 

幼児役にも視点を 

・ 対象児の年齢設定を明確に 

・ 参加しての感想の視点変᭦（楽しか

ったか等） 

・ 文言・表現の調整 

模擬保育は保育者役を⤒㦂するഃだけ 

      ではなく、幼児役の反ᛂや行ືも学びに 

つながることから、指導計⏬段階から対 

象児の年齢を明確に設定し、幼児役の学 

生の意識を㧗めるようにした。幼児役を 

行うためにはヱᙜ年齢幼児の実ែをᢕᥱ 

しての反ᛂ・保育参加をしなけれࡤなら 

ないため、それぞれの年齢の発達の学び 
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を意識させるようにした。 

また、「ねらい」以外の項目についても、 

質問項目が適切かどうかの他に「よく考 

えられていたか」「わかりやすかったか」 

等に細分化すると共に、園児として参加 

しての項目を「楽しかったか」にするな 

ど、表現を工夫し文言も配慮した。 

表-１集約後の学生への配布プリント 

講評時間が取れないため、実践グループ 

ごとに、アンケートの項目別に回答を集約 

し、教師のコメントは書体を変えて付記。 

 ① 模擬保育実践方法 

  ・ 幼稚園見学の際に、同じ学級を見学し 

た学生を同グループにし、見学学級を想 

定して模擬保育を実施 

⇒対象年齢が明確になる 

・ 幼児役に、「幼児の発達過程・姿」を意 

識させるために、対象児を確認して実践 

② アンケートの様式 

  ・ 教師役・幼児役共に、同じ用紙に反省・ 

感想の質問項目設定し、各自が記入 

  ・ 質問項目：何歳児想定という点を明記 

ねらい・内容・指導方法・環境の構成 

追加：園児としての感想（楽しかったか） 

・ 回答方法：適切・不適切の選択 

要検討は、その内容を記入 

・ 質問の文言・表現も、やや柔らかく 

③ 集約結果 

・ 前年度と比べて文言での記入が多い 

・ 年齢を意識したコメントもある 

④ 考察 

・ こちらの意図する何歳児という点はま 

 だ薄いが年齢を明確に設定したため、教 

材や環境の構成等のコメントにおいて、 

年齢を意識していることがうかがえる。 

・ 指導方法・教材・指導案等については 

以前よりも具体的な内容の記入が増えた。 

・ 教師役・幼児役共に前年度に比べて保 

育を楽しんでいる様子がうかがえる。 

・ グループ編成を考慮したため、教師役 

は対象を明確かつ共通化し、イメージを 

共有できたことも保育の活性化に繋った 

と考える。 

・ 質問項目等の柔らかさのせいか、筆者 

自身が「ねらい」を強調しすぎないよう 

に意図したせいか、コメントが多い。 

⑶ 第３段階 『幼児役も焦点化』 

振り返りの視点の違いを明確に 

・ 質問用紙・質問項目の分割  

・ 項目・表現・文言の整理 

・ 事前・事後の明確化 

 表-２ 一つの実践者グループの集計である 

① 模擬保育実践方法 

前回に同じ 

② アンケートの様式 

・ 用紙を「実践指導を行って」と「実 

践指導に参加して」の２枚に分け、そ 

れぞれの立場で記入する別様式にした 

・ 質問項目：事前・事後に分類  

事前の心配・悩みや工夫が事後のどの 

ような学びにつながったかを考え、事 

後の学び・自己評価が自信につながる 

ようにした  

特に、事後は課題的なことと併せて、 

「学んだこと・よくできた点・自信に 

つながったこと・課題・他からの学び

教育実習事前模擬保育の「振り返り」の改善 147



 ― � ―

等」実⩦に前ྥきになり『実⩦ຊ』4）

を㧗めるような質問にした 

・ 回答方法：具体的にその内容を記入 

③ 集約結果  

・ 記入する立場が明確になったため、特 

に実践しての回答において、自分事とし 

ての反省やẼ࡙きが具体的に記入されて 

いる 

・ 体的に文言での感想の記入が増加 

④ 考察 

・ 用紙・内容を別ࠎにしたので、振り返 

 りにおいてそれぞれ視点や立場の違いを 

明確に意識して記入されている。 

・ 保育を具体的に考えることができるよ 

 うになってきている（教材や・教材をฟ 

すࢱイ࣑ング、࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンのᚲ要 

性等）。 

・ グループでヰしྜい感想等を整理する 

方法も後検討のవᆅがある。 

ֈ 第㸲段階 『保育を振り返りḟへつなࡆる』 

質問内容を࣏ジࣈࢸにᨵၿ 

前回の様式を⥅⥆。 

しかし、質問項目は、保育を前ྥきに考え 

られるようにᨵၿした。 

表�３ 一つのグループに対しての、実践者・幼

児役方のまとめの集計である。  

① 模擬保育実践方法 

   前回に同じ。㹔㹒㹐ᙳを実施 

② アンケート様式 

・ 質問項目：質問の方ྥを前ྥきに 

事前：楽しみだったこと・ດຊしたこと 

  事後：心が通じたこと・楽しかったこと・ 

自信になったこと 

 
③ 集計結果（ᮍᥖ㍕の回答もྵめて） 

 ・ 幼児役の学生が、保育者がຓする

際に「言ⴥをῧえて」くれた、「ྡ前を

んで≀をΏしてくれた」等の、保育者

との一ே一ேのかかわりがᎰしかった

という具体的体㦂を多く記入している。 

④ 考察  

・ 質問の表現を前ྥきにしたことで、回答 

することが具体的になり書きやすくなった 

と考える。 

・ 「Ꮀしかったこと」の項目に対して、⋡ 

┤な感想として、〔められる・認められた 

⤒㦂が記入されており、具体的な幼児との 

かかわり方を実践的に学ࡪことができてい 

る。さらに、それらの事項が「参考にした 

いとᛮったこと」とつながり、ḟの実践で 

活かされることが期ᚅされる。 

実践後の短時間での反省ではあるが、㹔 

㹒㹐を見せることで、࣏イントを確認しあ 

うことができた。  

Ϫ ࡵࡲ 

１ ᨵၿの意図とそこから見えてきたもの 

օ 模擬保育に対する意識の変化 

「反省から振り返りへ」  

㏆年様ࠎな場㠃で「保育の振り返り」 

という言ⴥを⪥にするようになった。保 

育にᦠわってきた筆者にとって、保育の 

反省はḞかせないもの、言ⴥは「反省」 

でも「振り返り」でも保育を実践してい 

くうえで、その目指すことに違いはない 

との考えで保育ࢧイࢡルを実践してき

た。 
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しかし、保育者を目指す学生を㣴成す 

る立場として、その┦違を確認した。「反 

省」はྍྰを考えることが୰心であるの

に対して、「振り返り」は学びの確認と

ḟへつなࡆる意が強いという違いを

確認した。 

また、学生の立場として「反省」とい 

われる場ྜと「振り返り」といわれる場 

ྜのཷけ取り方のᚤጁな違いにもẼ࡙ 

き、意識的に「振り返り」を用するよ 

うにし、アンケートも「振り返りの」一 

環として⨨付けてᨵၿを行ってきた。 

「幼児役の学び」 

    学外実⩦の前にいに幼児役をしての 

模擬保育を行うことは、幼児の発達過程 

を意識して行ືを考え実践する学びに 

つながる。このẼ࡙きが、幼児役のࣟࢡ 

㸫ࢬアࢵプへつながった。 

また、保育者役のാきかけで、Ꮀしさ 

をはじめ様ࠎな感をᢪき、そのことを 

通して教師のຓの意を確認できる 

様になってきている。 

「保育の楽しさ・保育を楽しみにする」、 

第３段階で、質問項目を࣏ジࣈࢸに 

ᨵၿしたことにより、学生の意識が「自 

信」や「他の学生からの学び」にもྥき、 

保育の楽しさを感じ、実⩦への期ᚅにも 

つながってきていると考える。 

ϫ ᚋ࡚ࡅྥ 

㝈られた時間での模擬保育において、学び

を確認し、῝める方法としてጞめたアンケー

トである。質問方法・項目・文言・ࢱࢫンࢫ

等をᨵၿすることで、学びが大きくなってき

ている。しかし、対象学生はẖ年変わるとい

う実ែを考慮しながらさらにᨵၿをしていく

ことがᚲ要と考える。 

また、保育者役同ኈで振り返り等をὶし、

Ⰻさを認めྜいᨵၿ点を᥈るなどのグループ

࣡ーࢡによる取り⤌みや、講評時間の確保等

も検討課題である 

そのためには、模擬保育のᙧែとして、ᩘ

ேのみが計⏬立案・実践に取り⤌みその他の

学生は、それをほ察し、意見ὶしながら振

り返る方法や、ほ察者が細かく記㘓し考察し

あう方法など、模擬保育の実践や振り返り等

について、後もᨵၿを図っていくᚲ要があ

ると考える。 

ᘬ⏝ᩥ⊩  

 「教育課程の質的Ỉ‽のྥୖ」 

   文㒊省(現文㒊⛉学省) １㸷㸴㸷年 

教ဨ㣴成のための教育実⩦のあり方 

 「幼稚園教育要㡿」 

   文㒊⛉学省  ２㸮㸮㸶年 

⬮ὀ  

１）⏣⡿ᐩ子他  

「幼稚園教育実⩦事前・事後指導」 

 豊岡短大発行 ２㸮１㸵年 

 ２）３）㸲）ཱྀ⨾ ⛅ᒣ有⨾子   

「実⩦ຊアࢵプにつながる実⩦事前指 

導」 

᪥ᮏ保育学 第㸴㸷回・㸵㸮回 

大発表論᪨集 
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表-１ 

実践指導を見学して    『 い ち ご 』グループ       

ねらい ・ 自分のイメージしたものを表現して楽しむ。   ・ 工夫していく中で創造性を豊かにする。 

ね 

ら 

い 

・３歳児に適切だったか ＆ その理由：一部省略 
  適切15 それぞれが好きなものを表現できた  自由性が有りイメージしたものを表現でき楽しいねらい 微妙２ 
・達成されたか ＆ その理由：一部省略 
 達成された ３ 個々に好きなものを作っていた 他の子ども達の作る様子を見て創造力を膨らませた    

  創造性と想像性の整理 見立ての時期 工夫の時期  微妙で済ませない 

内 

   

容 

・３歳児に適切だったか ＆ その理由：一部省略  
  適切４ 好きなものを自由に表現し３歳時が自由にできるものだった 形の絵本からの導入が良い 貼る作業が良い簡単な内容  
・よく考えられていたか：一部省略  

２絵本を読んだ後の席のつき方がグダグダになってしまい子ども達の動きに戸惑いがあった  

・園児として参加して楽しかったか：一部省略  
  それぞれが自分の作品を作ることができて良かった とても楽しかった9 楽しかったが早く終わり飽きた 先生が怖かった  

自由の難しさ 自由に考える手がかりを 何かに見たてる   教師主導と自由性 

教材のレパートリーを探し学び多く持つ           
 

指 

 

 

導 

 

 

方 

 

 

法 

 

・全体の流れ：一部省略 
 子ども達を誘導するときの声がけが難しい 製作終了後バラバラになりいつの間にか終わっていた 詰めが甘く準備不足 

・説明のわかりやすさ：省略 

・教材の提示方法：省略 
・全体と個のバランス：省略 
・言葉使い・表情など：省略 

・その他   周りが見えていない 子ども達の発言などで言葉がけを変化させた臨機応変に対処する 自信が無いのかなと思った

ねらいを意識・シュミレーション   

 作品の評価 （上手・下手で済ませない 努力点・工夫点・芽生え・途中経過の認めを） ≠ 褒め殺しではない 

 臨機応変に対処するために必要なこと 様々なシュミレーション 最悪の場合  

 見本のサイズ〜見やすさ 提示方法 ボードの活用 

 幼稚園と保育園の言葉の違いは無いはず 正しく丁寧で綺麗な言葉 見本の見せ方と量 

 お願い してもらう 言葉以外にも配慮する（記録・指導案・態度） 

教 

 

材 

・よく考えられていたか：：一部省略 
糊台の準備が間際過ぎた パーツの画用紙がバラバラになってしまったのでケースに入れたほうが良い 考えられていた１２ 

・３歳児に適切だったか：：一部省略 
   画用紙が糊だらけになってしまうことが想定される 形に関心を持たせることができた 適切５ 表現・創造性が豊かになり良い 

澱粉糊を使う工夫も 使うものも少なく良い ３歳児には少し小さい 
工夫   
 教材〜教師の感性 感性を磨く 作品を掲示した場面を想像してみよう 
 様々な教材・指導を学ぶ  教材の出し方 タイミング セット方法 〜 一人の教師にできる限界  

のり 糊台 セロファンテープ ガムテープ ボンド 教師が特性・扱い方を知る  

環 

境 

構 

成 

・３歳児に適切だったか：省略 
・ねらいに対して最善だったか：省略  
・適切に再構成がなされていたか：省略 
ねらいに応じての工夫を  

 正面をどこにするか 机の配置    席を固定することの良し悪し  「環境の構成」とは？？？？？ 

指 

 

導 
 

案 

・実態を適切に把握していたか：一部省略 
  戸惑いなくスムーズに進行できていた ５ 実際の動きも良い 細かく考えられている２ 悪いパターンも想定すべき 
・ねらい・環境の構成・援助の適切さと整合性：一部省略 
  製作準備や子ども達への対応を細かい部分で修正していく必要がある 良かった 環境の構成がもう少し詳しいと良い   
  実際の動きにつながる文章になっている 援助が不足 
・丁寧に作成されているか・わかりやすいか：省略 
 全援助・声がけの細かい配慮を  

 担当者の分担・明記 〜 その場で、何をするかを確認する 

 シュミレーション  片付けまで考えられているが、片付け方法なども考えて明記する 
 指導方法 ～ 見本によってきっかけが作れる   見本を模倣する 

案 マグシートで大きめの丸・四角等を作る⇒いろいろなものに見立てボードに貼る⇒幼児と考えながら形にする 

⇒幼児が机上で色々なものの形を作る⇒友達と見せ合う⇒糊で貼る⇒作品を見せ合う  等様々な展開方法が有 
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表-２ 

実践実習を行ってのまとめ  3歳児 赤組     

活動のねらい 歌に合わせて友達と一緒にいろいろな動きをし、元気よく体を動かす楽しさを味わう 

事 

前 

に 

自分自身が心配だったこと 

保育技術・ピアノ ・自分の動き 

展  開・時間配分・スムーズに進められるか 

そ の 他・急に動きを言われた 

自分自身が悩んだこと 

説明方法・方法 

役 割 り・分担       

言   葉・3歳児に対しての言葉づかい 

自分自身が工夫したこと 

環境の構成・年齢に合わせて転調しなかった・散歩にあわせてのコースつくり 

教  材・「さんぽ」 

内  容・「さんぽ」を中心に多くのことを考えた 

 

事 

 

後 

 

に 

自分自身が学んだこと 

シュミレ・シュミレの大切さ・時間配分 

事前把握・事前に知っておかないと難しい 

教材研究・蜘蛛の巣の危険・道具をどのようにすればよいか 

自分自身がよくできたと思う点 

計  画・計画時に積極的に意見を出した 

動  き・楽しくするために手拍子や歌を歌う・とっさの問いかけに応えられた 

自分自身の自信になったこと 

技  術・ピアノのカバー方法（片手・歌う） 

度  胸・大勢の前に立ち話す事 

自分自身が今後重点的に学習しなければならないと思った事（例 幼児理解 保育技術 保育知

識） 

保育技術・ココゾトいう時に幼児をひきつける・その場をもっと楽しめるようなこと 

幼児理解・年齢に対して何があっているのか 

グループの友達の実践から学んだこと 

保育技術  話 し 方・声の調節 

説明の仕方・簡単な言葉で伝える大切さ２ 
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表-３ 

３歳児ǭȣンȇǣኵ ơǌんけんЗ 

 動 の ね ら い 

・ơǌんけんのルールを理ᚐしŴӐ達を応援しながら 

一ደに楽しんでもらう。 

園児として動に参加して 

心がけたこと  
・３歳児になりきる・らしい動き Ჰ 

・உᱫの˯い子・ᬳぎすぎない・ࡈり方 

・ᆢಊႎに参加する・ルールを理ᚐすること ３ 

・楽しそうにやる 

・先生のᛅをᎥく・ᡉʙをする 

・そわそわするとこǖはするしŴᛅをᎥくとこǖはᎥく   

۹しかったこと               
Ũ 声ੑけ 

・一ࡇᛐめたうえでදॖしていた ２ 

・ƾƟけているとすƙදॖしてくれたᲢ見てくれているᲣ 

・絵本・ᢂƼ時に್の先生がႸをӼけてくれたりŴスǭン

Ƿȃプをしてくれた 

・ž᪴ࢌったねſと言いながらメダルをくれた ３ 

 ʴの᫊ᲢほめてくれたᲣܬܢ・

Ũ その他 

・けてくやしいという言葉にȪșンジのئをくれた 

・参加ᎍ全Ճにメダルをくれた・ᑥのᢠ৸ Ჱ 

・ᢂƼを先生がほめてくれたᲢᛐめてくれたᲣ 

・楽しかった・ルールの理ᚐができた・全ՃがȔǢȎをい

ていた                     

先生にƓᫍいしたいこと  
・ȔǢȎのጀ፼を ２ 

・先生がᆢಊႎにžがんƹれſと声ੑけした方がねらいにᡈ

Ʈくことができると思う ２         

・一ʴでいたがႸをӼけてくれなかった 

ᲢᣐॾʙにはあったのにᲣ 

・先生の内ደᛅは不ܤになる             

参考にしたいと思ったこと 
・導入の方法Ტ内容に関ᡲする絵本ąᢂƼでᓳちბかせてᲣ

４ 

・ᛅに変な間が無くᨼ中してスムーズに進んだ ３ 

・ȆンȝがあったᲢなƥȆンȝがあったのかᲣ 

・声のٻきさ ２ 

・楽しそうにしているとこǖ ᇰ᫊ ２ 

・̬ᏋᎍがӸЭを˄けていた 

・ǈんなにメダルをあƛるというπな考え 

・３ʴのᡲઃがӕれていた ２ 

・しっかりᣐॾしほめたり言葉をかけていたᲢなƥᲣ２ 

Ǣȉバイスをφ体ႎにᚡ入 

内 容 

・時間が˷ったので内容をفやせたのではないか 

・ȔǢȎは明るいに 

指導方法Ტ流れᲣ 

・ȔǢȎを間ᢌうとᩎൢがْる 

・指さしがٶすぎる 

指導方法Ტ言葉Უ  

・わかりƮらい言葉があった ３・Ǐったりとしたᛅし方を

環境の構成  

・௵でരᚌができるᲢどうするかᲣ 

ʙЭ 

楽しǈだったこと 
・ơǌんけんЗのႮりɥがり 

・子どもと一ደにơǌんけんЗを楽しむこと 

ѐ力したこと 
・絵本の読ǈᎥかせ・周りをᚇるようにした 

・ȔǢȎ・メダル製作 

पんだこと 
・ルール説明をどうわかりやすくˡえるか 

・ᐻԛのࡽきつけ方・ᣐॾのˁ方 
ʙ後 
心がᡫơたʙ 
・絵本でžЈ発進行ſと一ደに行ってくれた ３ 

楽しかったこと᳸ 
・一ደにơǌんけんЗを楽しめたᲢ̬Ꮛᎍ・࠷児Უ３ 

自信になったこと 
・絵本の読ǈᎥかせ 

・子どもと一ደに声をЈすʙ 

・もめている子にൢƮくことができた 

ʻ後にӼけて 
・言葉の表現Ტ࠷児にわかる言葉・すらすらとᲣ 

・先生がѨってしまった時の対応 ２  

・˷った時間の対応・ȔǢȎ 

学んだこと 
・声ੑけのǵȝーȈ 

・絵本の読ǈ方とタイȟング 

・ƣーっとᇰ᫊での࠷児への対応 

ʟ ӝ よ り  

ねらい  
・内容としてφ現化するᲢӕり入れるᲣ 
『ルールを理ᚐし』 
 説明方法・内容のφ体化  
 ơǌんけんの説明・Зが切れる・ឥる 
『Ӑ達を応援する』 
 のᣐॾʙ ࠷児のۋ 

 ・してもらうᲹᲹᲹᲹᲹᲹ  
ԛわう・しようとする・៲に˄ける 
関心をもつ・Ꮛてる・᭗める・ԛわう 
楽しむ 

指導案 もう少し様々なʙを想定し細分化 
教ࠖの援助 
 ・ᛐめてくれるշƼᲢᙻዴ・ほめる・タイȟングᲣ
 ・φ体化Ტけた子への声ੑけᲣ 
 Ũ適切にᣐॾできたᲢ指導案ᄩᛐ・ʙЭጀ፼Უ 

Ũǲーム中の̬ᏋᎍはᲹ 
 一ደに楽しむが̬Ꮛᎍとしてするべきʙ 
Ũ教ࠖがѨった時Ჹ 
 教ࠖがѨつのは悪いʙᲹ 

時・ኺ᬴ሁ 対ሁな˄き合いも必要 
教材ᄂᆮ 
 ・メダルᲢごᙔ፦Უのॖ፯とыፕ 
   良さとࢨ᪪ 
環境の構成 

 ・രᚌの対応Ტ使用ئのˡ達とᄩᛐᲣ 

 

̬Ꮛᎍとして実፼を行って 
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